2012年度　社団法人　山形青年会議所

第２回　役員予定者会議　議事録

日　時　：２０１１年１０月４日（火）
１９：００～２３：００
場　所：山形青年会議所　ルーム
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２．ＪＣＩクリード昌和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤副議長
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副理事長　　　　　　
井　上　周　士

　　　　　副理事長　　　　　　　中　村　祥　之（遅参）
　　　　　専務理事　　　　　　
鈴　木　辰太郎
　　　　　監事　　　　　　　　　齊　藤　秀　昭

　　　　　監事　　　　　　　　　酒　井　貞　和

　議長　　　　　　　　　三　沢　慶　洋

特別委員長　　　　　　東海林　　　仁
副議長　　　　　　　　佐　藤　貴　博

　　　　　室長　　　　　　　　　安　藤　太一郎

本部長　　　　　　　　鈴　木　　　力

　　　　　室長　　　　　　　　　遠　藤　智　大
　　　　　室長　　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）

室長　　　　　　　　　伊　藤　健　二
委員長　　　　　　　　横　山　隆　太
委員長　　　　　　　　菅　原　真　司
委員長　　　　　　　　佐　藤　正　敏
委員長　　　　　　　　矢　口　政　則
委員長　　　　　　　　櫻　井　　　靖
委員長　　　　　　　　渡　部　明　弘
総括幹事　　　　　　　近　藤　英　雄（公欠）
事務局長　　　　　　　武　田　靖　裕
オブザーブ　　　　　　安孫子　直　樹
オブザーブ　　　　　　黒　沼　　　望
オブザーブ　　　　　　庄　司　安　宏
オブザーブ　　　　　　村　山　哲　也
６．会議成立の確認




　　　武田事務局長

７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長

８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
こんばんは。全国大会も終わり非常に忙しい時期にお集まりいただきまして感謝申し上げます。いよいよ本格的に２０１２年度がスタートしたなと感じております。全国大会、卒業されたメンバーもいらっしゃいますがここにいらっしゃる現役メンバーはまた来年新たな気持ちで山形青年会議所活動にご尽力いただけることを切にお願いしたいと思います。今年日本の委員長としていろいろとファンクションに出たり、海外アテンドをしたり、１４年度、自分の街でアスパックをやった時のことを思いながら名古屋の全国大会に参加しました。名古屋は全国的にも有数の都市です。２００万都市だったと思います。各会場は素晴らしいのですけど、会場と会場がつながらないと参加者にとっては厳しい大会だったのかなと思います。大会パンフレットの最初に移動するときのタクシー代が２０００円とか３０００円とか書いてあるのですけど、最初は国際会議場に行くのに２０００円、それはそれで全然問題はないのですけど、それが各ファンクションに行くごとに２０００円３０００円とかかると財布の中は非常に厳しいのかなと、素晴らしいコンセプトを持ってやっているのにもかかわらず、JCと街が一体感がなかったかなという風なところも見受けられました。山形でアスパックをやるときに、確かに山形に来る土地の不便さもありますけどやっぱり来ていただいたら心あったまる様なおもてなしのできるアスパックとかそういう大会、ほかの県から来られた方におもてなしというところをもっと全面的に出してもいいのかなと思いながら今回全国大会通して思った次第です。私もそうですけどなかなか名古屋青年会議所で伝えようという思いが参加したメンバーに伝わっているのかなと感じましたし、そういうところがJCの修練でありますし伝えることの意義というかあらためて全国大会に参加させていただいて感じたところです。皆さんはどのようにお考えになったかわかりませんが書面に残すなりメールで誰かに発信するとかですね、そういったかたちで何かしらこの２０１１年の全国大会から２０１４年素晴らしいアスパック大会を起こしていきたいなと考えております。あともう一つ全国大会でいいなと思ったのがフェイスブックの存在ですね。なかなか全国でメンバーと会う機会がないのに、フェイスブックであの時こんなことやっていただろ、こんなことやっていただろ、というまず一つは話のネタになるというのもありますし、そういったことで全国のメンバーが一体感をもって全国大会に参加したなという気がします。是非そういったことをLOMにも、まあ身近だからフェイスブックするのがいやだってことも確かにあります。その手法は別としても何らかの一体感となれるようなものを私自身も考えていきますし、皆さんからもどんどん押し上げていただきたいなと思っています。全国大会ではこの２点、非常に考えさせられて参加させていただいた全国大会でした。あとは第１回予定者会議のときに皆さんに一つ言い忘れたことがあります。常任のときにありました、ここにいらっしゃるメンバー皆さんを役職でちゃんと呼んでいただきたい。何々委員長、三沢議長だったら三沢議長という風に、役職名で呼んでいただけることによって、きっちりしているLOMだなととらえられますし、私自身もそう呼ぶことによって、この組織を来年１年間まかしていただける気持ちとして、しっかりと前向きにとらえていけるかなと思っております。最後に全国大会が終わって昨日山形に帰ってきたら非常に寒いことを感じました。名古屋行ったと時にポロシャツにジャケットで昨日の夜新幹線で山形に降り立った時にわけですけど、ぜひお体には留意していただいてこの変化、変わらずとも変えなきゃいけないこともあるかと思いますが、その変化を十分にこの時間だからこそ皆さんが感じ取ってほしいなという風に思っております。所信の中に「力」という言葉で皆さんの成長をしていただくことを、切に願って書きましたけど、ここにいるメンバーの方は今がその成長の時間だと思いますし、自分がいろんなものに対して変化を楽しんでいただきたいなと思っています。変化を楽しむというのは日本語が正確じゃないのかもしれませんけど、今まで経験したことのないこといろんなことを、この時間だからこそ経験してほしいなと思います。私も昨日夜山形帰った時は、全国大会が終わってホッとしたというのもあると思いますが、いよいよだなと感じました。メールでも書きましたがどんどん周りが変わっていくのですが、変化を変わらないように楽しむのか、変えていったのを楽しむのか、皆さんの行動に信頼して今も十分に楽しんでそして成長していただいて、２０１２年の１月１日から成長した自分をメンバーに伝えていただきたいなと思っております。私の２回目ということもありますし、まだ緊張して皆さんの前で話させていただいておりますが、私もこれも一つの修練だと思ってどんどん毎日考えながら皆さんに発信していきたいと思います。今日はグループ方針が出てきます。今日の会議も有意義に過ごしていただきたいなと思っております。どうぞよろしくお願いします。

１０．　直前理事長挨拶（欠席のため割愛）　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

　　　　特別顧問挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井特別顧問

皆さんこんばんは。特別顧問の荒井です。本日特別顧問挨拶というのは通常ないのですけども直前理事長が欠席ということで大変申し訳ないのですが始まるちょっと前に言われましてなにもあいさつ考えてきませんでした。私も緊張しながら少し話をさせていただきます。まずは全国大会お疲れ様でした。今回公式のスケジュール、ファンクションで表立って山形JCとして目立ったというところはなかったのですけれども、裏のほうでいろいろな動きがあって、そしてまた出向者の皆さんも大変頑張っていたということですね。ほんとに要所、要所に山形JCここにありという風な感じで日本の皆さん全国の皆さんに知っていただくことができたのではないかと思っております。今後各種大会におきましてはそういった裏の動きとも必要になってくると思いますけれども是非今後ともよろしくお願いします。

前回欠席して申し訳なかったのですがすでに皆さん組織図上の理事長、副理事長そして委員長も各担当の委員会が発表されたことだろうと思います。ぜひこの予定者段階においてグループラインがしっかりと意思の疎通、議論を深めていただきたいなと思っております。この予定者段階の数カ月そこのところがしっかりと意思疎通できるか否かで来年のうまくいくかいかないかが現れてくる、経験上そういったところ見させていただいてきました。是非そういったことを頭の中に入れていただいてこの予定者段階を取り組んでいただきたい。ご存じのように私は来年東北地区協議会の副会長として出向させていただきます。山形からは副会長と監事とゼミナール委員会の委員長が出向する、ゼミナールの委員長がなかなか決まらなくて、私はブロック会長として次年度の役員を決めなきゃいけない立場にあってですね、なかなか決まらなくてヤキモキしながらいたのですが先週の月曜日にようやく米沢JCさんから出していただくことで決まったのです。実はその前の週にすでに副会長と会長の顔合わせが１回目終わっちゃってわたしもその米沢の委員長面識ないのでもちろん地区会長も知らない。これはやっぱり私が連れてって御挨拶しなきゃいけないのではないかって思ったのですね。月曜日の話だったので水曜日あたりどうですかといって上松会長に連絡して、そしたらご負担になるので電話のやり取りで結構ですと、そこでまあ動かずに、いずれお会いしましょうと米沢の委員長とは会わずに終わったのですね。その三日後、四日後に全国大会に行って担当は八戸の副会長だったのですが、大変素晴らしい方を選出していただきありがとうございますと、水曜日の朝電話をいただいてそう日の夕方伺いますということだったのです。で八戸に行ったらしいのです。で泊って明け方まで語りつくしたということだったのです。非常に行動力があって私も非常にびっくりして素晴らしいなと思っていたのですが、私も全国大会終わってテンションが上がっていたというのもあると思うのですが負けられないなと思ってですね、私の担当の委員長が青森JCの方なのです。昨日電話してちょっと会いに行くからと言ったのですが残念ながら体よくお断りされてですね。まあ体よくというのは冗談ですがお互い予定も合わなかったということなのですが、それはそれで。まあ何を言いたいかというと是非ですね直接会っていろいろ話をしなきゃいけないということだと思います。まあ地区の話ししましたけど皆さん当然自宅にしても会社にしても山形にいるわけですから山形市内って端から端まで車で３０～４０分でたどり着くわけですから皆さんそのつもりになればいつでも会えるのですね。まずは会わなきゃいけないのではないかと思います。一緒にあっているだけで話してればいろいろなヒントが見えてきたりやる気も出てきたりアイデアも出てくるということでありますので、用がなくても会うくらいのつもりで是非この予定者段階をそういった気持ちで過ごしていただければと思います。ちょっとしたアドバイスのような形で話をさせていただきました。今日２回目でございますのでぜひ皆さん活発な意見交換をしていただきたいなと思っております。以上でご挨拶といたします。ありがとうございます。

１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

１３．  協議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

協－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１８について

協－０２　グループ基本方針（案）に関する件
　　　　[国際グループ]
安藤室長【読み合わせ】
井上副理事長【質問】

ＪＣはよく不連続の連続という部分ですが、どういった文にかかわるのか。
安藤室長【回答】

山形ＪＣの歴史の中で諸先輩方が色々な所で出向されて活動してきました。単年度のＪＣ活動でいろいろな所でネットワークを作ってきました。そういう積み重ねが今につながっている。
井上副理事長【意見】

そういう事なら不連続の連続という所を逆説として文書につながりがあると思う。
伊藤室長【質問】

文書の最後の部分で専務が何々よくあるという創造しますという部分を確信します。という表現になっておりますが何かポイントがあるのか。
安藤室長【回答】

前回欠席しており認識しておりませんでした。次回まで訂正してくる。

鈴木本部長【質問】

全体に言える事ですが２０１１の議案でＪＣＩＡＳＰＡＣの統一表記があります。次年度の統一表記があれば教えて頂きたい。
鈴木専務【回答】

一旦預かります。次回まで確認致します。
荒井顧問【意見】
文字数が少ないのではないか。参考までに地区の会員会議所の推薦だけでなくブロックの推薦も追記してはいかがか。
鈴木専務【意見】

マニュアル確認お願いする。文字数は８００字程度である。

　　　　[元気あるやまがた創造グループ]
遠藤室長【説明】
これまで諸先輩たち～の部分ですが他力本願の様な気がする。進化発展させていくという様な文の方がいいのではか。
矢口委員長【意見】

これまで築いた３２回ではないのか。
齊藤監事【質問】

母なる大地山形とはどういった山形か。
最後の先輩方～という所は本年もでは無いか。
遠藤室長【回答】

母なる大地は理事長初信から頂きましたが山形の人が生まれ持っている、あたたかさだと考えている。
伊藤室長【意見】

１４～１５行目の花火に関する所ですがもっと花火に対する表現を強く出した方がいいのではか。
佐藤委員長【意見】

２１行目、若さあふれるという表現より力強い表現の方がいいのではか。
理事長【コメント】

花火以外は書きづらいと思うが、理事長初信からも上手く取り込んでくれたと思う。去年、今年の事業を思い返して２０１２年に元気ある山形を創造して頂きたい。継続するもの、新しく考えるものをグループで考えて欲しい。
　　　　[活力ある人材育成グループ]
中村室長【説明】
井上副理事長【質問】

マイルストーンなど、言葉が難しい。文章が独りよがりになっていないか。２１行目の親から子、子から親へと思いを相互に高めあい未来へと提唱することで私たちも活力ある人材と進化し山形を守る柱の創造になると考えます。というのは何に対して親から子、子から親にかかってくるのかと、山形の柱というのも誇張した表現なのかなと。
２９行目基本テーマ活力あふれる山形青年会議所が愛する郷土を目覚めさせる、この辺も上から目線と感じる。３０行目のメンバーの活力を呼び起こそう、これは呼び起されてはいないのか。
中村室長【回答】

誇張した表現とわかりづらい部分に関しましては、わかりやすい表現に変えさせていただく。指摘のあった表現につきましてもおっしゃる通りだと思うので変えさせていただく。

横山委員長【意見】
２０１２年としての文章だが２０１１年の書き方が混在している感がある。文章の区切り方なども統一性があった方が良い。

佐藤副議長【意見】

１６行目の書き方は山形だけが無事でよかったというようにとらえられてしまうのではないか。配慮ある表現にした方が良い。

井上副理事長【質問】
１９行目山形を思う関係諸団体というのは具体的にどこか。
中村室長【回答】

商工会議所、キッツビューエルなどの団体を指している。

齋藤副理事長【意見】

文章全体的に中村室長の考える方向性はわかるが、だからどうするかという文章がない。

野口理事長【意見】
中村室長に限ったことではないが前段の５行というのは、グループの背景が書かれるべきで手法などは入れないでほしい。活力ある人材育成ということで、人の創造と会員交流について所信をもう少し深く読んでほしい。
　　　　[誇りある組織確立グループ]
伊藤室長【説明】
井上副理事長【意見】
冒頭の公益性を追求する新たな団体としてその一歩を踏み出す時期だと認識するという文章と、後半の公益社団法人を取得しという文章は矛盾している。公益社団法人としてスタートするので文章の整合性を取ってほしい。
横山委員長【意見】

理事長所信と読み比べてみていたのだが、理事長所信の方がグループ方針より具体的なのかなと感じた。検証して戦略的に今後の展開をというところを、現状認識について大きくとられている。我々という表現が多いが私たちに訂正をいただきたい。
齊藤監事【意見】
卒業生が多いから拡大をするのではなくて、JC運動を展開するために拡大が必要である。ご再考お願いする。

中村副理事長【意見】

５行、１２行、３行というところどのくらい厳密にやっているか。はじめは背景、問題提起だけまとめていただければいいのかと思う。バランスを取っていただければ非常にいい方針になると思う。
齊藤監事【意見】

これで４つのグループ方針が出そろうわけだが、室長のみなさま、理事長所信はどのくらい読んでいるのか。各グループ方針の中に共通するキーワードが盛り込まれているか、まったく自分の思いのままのみで方針を書かれている場合も多々見受けられた。これから委員会方針もあるので、まずは室長の皆様がだれよりも理事長所信を読んだといえるようにしていただきたい。

野口理事長【コメント】

このグループに関してはすべて確立していただきたい。拡大にしても何人を入れる。総務にしても公益社団法人格の運営を確立する。次回の上程楽しみに待っている。

協－０３　委員会配属会議に関する件


協－０４　委員会事業計画に関する件
中村副理事長【質問】
１０月２１日正午に担当副理事長のほうから上程するという認識でよいか。
鈴木専務【回答】

担当ラインからの上程でお願いする。


協－０５　スタッフセミナー開催に関する件

伊藤室長【説明】
酒井監事【質問】
ドレスコードは問わないとあるが、ジーパンサンダルでもよいのか。
鈴木専務【回答】

最近の様子を見ていると良識の範囲内で守られているので、お仕事着で結構ですというようなニュアンスでとらえていただければ良い。
安藤室長【質問】

パソコンは必要か。

鈴木専務【回答】

持参ください。

１４．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　 
報－01 
　 
今後のスケジュールについて　 

１５．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
　　　[２０１２年度委員会配属会議]

　　　　２０１１年１０月５日（月）　１７：３０～　場所：山形ビッグウイング
[２０１２年度 第３回役員予定者会議]
　２０１１年１０月２４日（月）１８：３０～　場所：（株）マルナカ中村商店
[２０１２年度 スタッフセミナー]
　２０１１年１０月２７日（月）１９：００～　場所：ルーム　会議室

１６．監事講評

酒井監事

本日は第二回予定者会議ということで、グループ方針も出ました。こちらを持ち帰っていただきまして各グループ委員会方針として昇華させていただきたいなと思います。理事長所信があってグループ方針があります。その先の委員会方針につきましてはその二つを昇華させた上でしっかりと作っていただきたいと思います。本日は定刻通り始められ、会議も時間内で終わりました。そしてこれから参加の場合はバッチ、ネーム、ASPAC招致のバッチの三点セットを胸につけていただいて参加していただきたいと思います。本日はお疲れ様でございました。
１７．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
